
６月定例会（平成22年第5回　6月10日～22日）
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阿賀野市農業委員会委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 推
薦　平成22年7月19日で任期満了となる議会推薦の農業委員に、笠原尚美さん（法柳新田）、斎藤瑞穂さん（保田）を推薦する。

市
長
提
出
議
案

予　
　

算

専
決
処
分

平成22年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承
認　歳入歳出に４億3,742万8千円を追加し、総額49億5,492万9千円とする。補正内容は平成21年度会計の歳入不足に伴い、平成22年度会計

からの繰上充用。

補
正
予
算

平成22年度阿賀野市一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

可
決

　歳入歳出に5億4,399万5千円を追加し、総額177億5,331万5千円とする。補正内容は財政調整基金積立金4億4,856万2千円減額、児童手
当給付事業費2億8,149万円等減額、集会施設建設補助金250万円、道路施設補修工事2,340万6千円、排水路整備工事130万円、電算システ
ム改修委託料等484万7千円、オンラインシステム導入事業費161万7千円、保育園用地測量業務委託料500万円、こども手当給付事業費7億
5,255万7千円、病院事業会計通年予算繰出金4億2,135万6千円、乳児子ども医療費助成事業費1,084万5千円、笹神屋内ゲートボール・テニ
ス場の人工芝設置工事等2,657万円を増額する。
平成22年度阿賀野市老人保健特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可

決　歳入歳出に5万5千円を追加し、総額40万4千円とする。補正内容は医療諸費のうち保険給付費等負担金5万円等を増額。

平成22年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　歳入歳出に18万9千円を追加し、総額35億2,136万9千円とする。補正内容は認定調査事業費の介護認定調査委託料18万9千円増額。

平成21年度阿賀野市水道事業会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
可
決

　収益的収入及び支出については、支出を991万円減額し支出合計11億4,196万8千円とする。補正内容は営業費用694万1千円減額、営業外
費用296万9千円減額。資本的収入及び支出については、支出を8万円減額し支出総額9億6,956万9千円とする。補正内容は建設改良費32万6
千円減額、企業債償還金24万6千円増額。
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質
問　

①
福
祉
・
教
育
な
ど
の
水
準

を
保
障
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
き
た

国
の
基
準
を
取
り
払
い
、
国
の
責
任
を

放
棄
し
、
財
政
負
担
を
減
ら
す
の
が
狙

い
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
最
低
水

準
を
確
保
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
る
こ

と
が
心
配
。
②
自
由
度
を
拡
大
す
る
と

し
て
、
地
方
議
員
定
数
の
上
限
規
定
の

撤
廃
が
盛
り
込
ま
れ
、
住
民
の
声
を
遠

ざ
け
、
議
会
を
弱
体
化
す
る
危
険
性
が

あ
る
。③
一
括
交
付
金
化
に
つ
い
て
は
、

自
由
に
使
え
る
と
い
う
ふ
れ
こ
み
だ

が
、
総
額
が
大
幅
に
減
ら
さ
れ
る
と
い

う
不
安
が
懸
念
さ
れ
る
。
④
道
州
制
導

入
へ
の
促
進
に
な
ら
な
い
か
、
等
々
疑

問
だ
ら
け
だ
が
、市
長
の
認
識
を
伺
う
。

答
弁　

自
治
体
の
自
主
性
を
強
化
し
、

自
由
度
の
拡
大
を
図
る
と
い
っ
た
方
策

と
し
て
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
最

低
基
準
が
安
易
に
緩
和
さ
れ
る
と
、
地

域
間
格
差
が
ま
す
ま
す
助
長
さ
れ
る
危

惧
が
あ
る
。
財
源
移
譲
な
ど
に
注
視
し
、

行
政
が
後
退
し
な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

質
問　
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と

い
う
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
を
耳
に
す
る

ほ
ど
、
公
務
職
場
に
働
く
非
正
規
労
働

者
も
、
公
共
工
事
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

受
注
し
た
企
業
で
働
く
労
働
者
も
、
低

賃
金
に
苦
し
む
と
い
う
異
常
な
実
態
が

生
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
公
契
約
運
動
が
全
国

的
に
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。
公
共
工

事
発
注
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
理
念
を
生

か
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

当
市
は
、
建
設
工
事
入
札
は
、

極
力
市
内
業
者
を
指
名
発
注
し
て
い

る
。
工
事
等
の
制
限
価
格
も
、
今
年
４

月
か
ら
改
正
し
、
落
札
率
は
92
％
〜

94
％
で
推
移
し
て
お
り
、
下
請
け
の
事

業
者
や
従
事
す
る
労
働
者
へ
の
し
わ
寄

せ
は
少
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

意
見　

建
設
業
協
会
か
ら
の
要
望
書

も
あ
り
、
今
後
も
努
力
願
い
た
い
。
保

育
園
で
働
く
臨
時
保
育
士
さ
ん
達
へ
の

配
慮
も
宜
し
く
お
願
い
す
る
。

倉島　良司 議員

質
問　

２
５
０
億
の
借
金
の
現
実
の

反
省
は
？
「
地
域
主
権
の
推
進
」
と
盛

ん
に
言
わ
れ
る
が
、
交
付
税
の
減
額
・

権
限
の
委
譲
と
い
う
こ
の
制
度
は
自
治

体
の
力
量
が
問
わ
れ
る
は
ず
。
多
く
の

自
治
体
・
首
長
が
自
主
財
源
確
保
に
紛

争
し
、
そ
の
姿
が
マ
ス
コ
ミ
も
注
目

し
、
市
民
も
そ
の
姿
に
誇
り
を
持
ち
協

力
す
る
実
例
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
て

い
る
今
の
時
代
、
自
主
財
源
獲
得
の
手

立
て
も
何
一
つ
せ
ず
、
許
認
可
の
権
限

行
使
に
は
職
員
の
裁
量
も
増
す
処
、『
行

政
改
革
を
推
進
し
歳
出
を
削
減
す
る
。』

だ
け
の
発
想
で
は
矛
盾
が
多
く
、
将
来

に
展
望
は
開
け
な
い
、
今
後
ど
の
様
な

施
策
の
打
ち
出
し
が
必
要
と
考
え
る
か

伺
う
。

答
弁　

予
想
も
し
な
か
っ
た
経
済
の
低

迷
に
よ
る
税
収
減
、
国
の
制
度
改
革
に

よ
る
交
付
税
の
減
額
、
病
院
へ
の
財
政

支
援
等
が
当
市
の
財
政
状
況
を
招
い
た
。

　

今
後
も
郷
病
院
の
民
営
化
、
水
原
中

学
校
・
葬
斎
場
等
大
規
模
事
業
が
予
定
さ

れ
る
な
か
、
更
な
る
交
付
税
の
減
少
も
あ

り
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
身
の
丈
に

合
っ
た
行
政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

焦
臭
い
朝
鮮
半
島
情
勢
、
テ
ロ

指
定
国
と
言
わ
れ
、
悪
政
・
悪
行
三
昧
の

国
、
そ
の
後
ろ
に
、
庇
を
借
り
て
母
屋
を

乗
っ
取
ら
ん
ば
か
り
に
経
済
・
軍
備
の
拡

大
を
第
一
に
、
核
ま
で
保
有
し
た
国
が
対

岸
に
現
存
し
、
日
本
政
府
の
対
処
も
迷

走
し
続
け
、
何
時
ミ
サ
イ
ル
が
我
が
国

に
飛
来
す
る
か
分
か
ら
な
い
時
、
当
市

と
し
て
も
何
ら
か
の
安
全
確
保
対
策
は
、

自
然
災
害
対
策
と
同
時
に
講
ず
る
必
要

と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
阿
賀
野
市
に
は
自
衛
隊
演
習

場
が
存
在
し
、
防
衛
省
か
ら
の
施
設
補
助

金
が
水
原
町
時
代
か
ら
有
っ
た
が
、
も
っ

と
施
設
拡
大
・
拡
充
を
要
望
し
、
財
源
確

保
と
地
域
振
興
に
も
繋
げ
た
ら
、
と
思
う

面
も
有
る
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
弁　

平
成
18
年
国
民
保
護
対
策
本

部
及
び
緊
急
事
態
対
処
本
部
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。
有
事
の
際
そ
れ
な
り
の

避
難
実
施
要
領
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
し

て
い
る
。
国
の
対
策
・
対
応
が
優
先
で

あ
り
、
市
独
自
の
対
応
に
は
限
界
が
あ

る
。
防
衛
省
か
ら
の
補
助
金
は
承
知
し

て
い
な
か
っ
た
。

中島　正昭 議員


